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 製品のアウトライン 
 
 
 

はじめに 
この度は、可燃性ガス用ポータブルガス検知器 NC-1000（以降「本器」）をお買い上げいただきありがとうござい

ます。お買い求めの製品型番と本取扱説明書に記載の仕様を照合し、ご確認をお願いします。 
 
本書は本器の取扱方法と仕様を説明したものです。本器を正しく使用していただくために必要な事項が記載され

ています。初めて使用される方はもちろん、既に使用されたことのある方も、知識や経験を再確認する上で、よく

お読みいただき、内容を理解した上で使用してください。 
 
なお、製品改良のために、この説明書の内容を将来予告なしに変更することがあります。また、この説明書の全

部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。 
 
保証期間の内外を問わず本器を使用することによって生じたいかなる事故および損害の補償はいたしません。 
保証書に記載されている保証規定を必ずご確認ください。 
 
 

使用目的 
本器は、大気中の可燃性ガス（ppm）を検知するものです。 
本器には、検知する可燃性ガスにより、一般的な工場やオイルタンカーなどで使用する「一般可燃性ガス（HC）

用」、都市ガス／天然ガスなどの「メタン（CH4）用」の 2 種類の仕様があります。 
検知結果により、生命・安全の保障をするものではありません。 
 
 

危険、警告、注意、注記の定義 
本取扱説明書では、安全かつ効果的な作業が行えるように、次の見出しを使用しています。 

危険 
取り扱いを誤った場合、「人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定

される」ということを意味します。 

警告 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

注意 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定され

る」ということを意味します。 

注記 取り扱い上のアドバイスを意味します。 
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2-4. セーフティーインフォメーション 
機器の概要 
可燃性ガスモニター型式：NC-1000 は、危険場所において可燃性ガスの漏洩を連続してモニタリングするために

設計されたガスモニターです。 
NC-1000 の検知範囲は 0-10,000ppm です。 
ガスのサンプルは内蔵の小型ポンプで吸引されます。 
電源供給は単 3 形アルカリ乾電池（LR6㈱東芝製 4 本）のみです。 
危険場所での乾電池の交換はできません。 
 

テクニカルデータ 

防爆仕様 
防爆等級 

Ex ia ⅡB T4 Ga 

Ⅱ1G Ex ia ⅡB T4 Ga 

周囲温度範囲 －20℃～50℃ 

電気的仕様  単 3 形アルカリ乾電池（LR6㈱東芝製）4 本により駆動します。 

認証番号 
IECEX IECEx DEK 13.0090 

ATEX DEKRA 13ATEX0227 

適用規格 
 IEC60079-0：2017 

IEC60079-11:2011 
EN IEC 60079-0:2018 
EN60079-11:2012 

注意事項  

・危険場所で乾電池を交換しないでください。 
・機器を分解または改造しないでください。 
・電源には単 3 形アルカリ乾電池（LR6㈱東芝製）のみを使用してください。 
・バックアップ電源にはCR1220（日立マクセル㈱製）のみを使用してください。 

器番の見方 

 INST.No. 0 0 000 0000 00 
       A B  C   D   E 

A：製造年（0-9） 
B：製造月（1-9 月、X<10 月>、Y<11 月>、Z<12 月>） 
C：製造ロット 
D：シリアルナンバー 
E：工場コード 

 

製造者 
  理研計器株式会社 
  〒174-8744 東京都板橋区小豆沢 2-7-6 
  ホームページ https://www.rikenkeiki.co.jp/ 
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4-3. 始動方法 
電源を入れると自己診断が行われ、検知モードになります。 
 
 

電源を入れる 
[電源]ボタンをブザーが “ピッ” と鳴るまで（1 秒以上）押すと電源が入ります。 
電源を入れると、以下のように LCD 表示が自動的に切り替わり、検知モードになります。 
 

1 [電源]ボタンを 1 秒以上押す  

 LCD が 全 点 灯

し、警報ランプが

点灯してブザー

音が“ピッ”と鳴

るまで押してくだ

さい。 

LCD 全点灯 

 

 

   ▼  

  

日時表示 

 

表示例： 
2015 年 6 月 1 日 
8 時 30 分 

   ▼  

  

電池電圧表示 
警報方式表示 

 

表示例： 
電池電圧 6.0V 
警報方式 AL-H（自己保持） 
※警報方式について 
自己保持：AL-H（Alarm-Hold） 
自動復帰：AL-A（Alarm-Auto） 

   ▼  

  

ガス名表示 

 

表示例： 
CH4 

   ▼  
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フルスケール 
表示 

 

表示例： 
10000ppm 

   ▼  

  

WARNING 
設定値表示 

 

表示例： 
250ppm 

   ▼  

  

ALARM 
設定値表示 

表示例： 
500ppm 

   ▼  

 

 
自動エア校正 
表示 

 

 

   ▼  

 

ブ ザ ー 音 が

“ピッ”と 1 回鳴

り、検知モードが

表示されます。 

検知モード 
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4-5. エア校正する 
始業前点検時または新鮮な大気を吸引しているにも関わらずゼロ点がずれているときに、エア校正してください。 
※エア校正の際、周囲が新鮮な大気中であることを確認してください。 

 

  LCD 表示  

1 検知モードで、[校正]ボタンを長

押しする 
 

 

 

    

2 「AirCL～HOLD AIR」表示か

ら「AdJ～RELEASE」表示に

替わったら、[校正]ボタンを離す 
（ブザー鳴動：3 回<ピッピッピッ>） 

 

 
 

  ▼  

  

 

 

  ▼  

 ゼロ調整され、検知モードに戻りま

す。 
（ブザー鳴動：1 回＜ピッ＞） 

 

エア校正不良の場合、「FAIL～

AIR CAL」が表示されます。 
[警報解除]ボタンで警報を解除し

てください。検知モード（調整前）

に戻ります。 

 

注記 
 エア校正は、使用環境に近い状態の圧力、温湿度条件下かつ新鮮な大気中で行ってください。 
 エア校正は指示が安定してから行ってください。 
 保管場所と使用場所の温度が 15℃以上急変するような場合、電源を入れた状態で使用場所と同様の環

境下にて 10 分程度馴染ませ、新鮮な大気中でエア校正を実施してから使用してください。 
  





4 使用方法 4-6. 検知する 
 

 - 22 -  

 

注記 
 ガス採集チューブに弊社指定以外のチューブを使用しないでください。 
 異物を吸引しないよう、ガス採集チューブにはガス採集棒を必ず接続した状態でご使用ください。 
 本器のセンサが正確なガス検知・濃度表示をするには、ある一定以上の酸素濃度が必要です。 
 高濃度可燃性ガス環境下では酸素濃度が不足し、正しく検知できない場合があり、一度 10000ppm を超え

るガスを検知した場合は、可燃性ガス濃度が下がってもオーバー表示（∩∩∩∩）を保持します。 
 高濃度可燃性ガスの検知を長時間続けると、センサに悪影響を及ぼすことがあります。 
 低温度の環境では、電池の性能上、使用時間が短くなります。 
 低温時は液晶表示の応答が遅くなる場合があります。 
 10000ppm 以上の高い濃度の可燃性ガスを吸引した場合は、ガス採集チューブ、ガス採集棒などへの吸

着からチューブ内にガスが残っている恐れがあります。高濃度の可燃性ガスを吸引した後には必ずクリー

ニングを行い、吸着ガスを除去してください（新鮮な空気を吸引し、指示がゼロになることを確認）。 
なお、完全にクリーニングされる前にエア調整を行うと、正確な調整とならず、測定に影響を及ぼす可能性

があります。このような場合、一度ガス採集チューブを外してエア調整を行えば調整不良を防ぐことができ

ます。 
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4-8. スナップロガ 
測定中の任意の瞬時値を記録することができます。 
データは、最大 256 点まで記録することができ、データ記録数が最大になった場合、最も古いデータから上書きし

ていきます。 
 

  LCD 表示  

1 [▼]+[▲]ボタンを押す 
スナップロガモードのステーション ID
選択画面へ遷移します。 

 

 

 

    

2 [▼]または[▲]ボタンでステー

ション IDを選択し、[決定]ボタン

を押す 
BASE 記録画面が表示されます。 

 

 
 

    

3 [決定]ボタンを押す 
 

 

 

  ▼  

 BASE 記録が保存され、PEAK 記録

画面が表示されます。 

 

 

    

4 [決定]ボタンを押す 
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 ディスプレイモードの設定方法 
 
 
 

5-1. ディスプレイモードへの遷移 
このモードでは、各種表示の確認と変更などを行うことができます。 
 

  LCD 表示  

1 検知モードで、[表示切替]ボタン

を押す 
ディスプレイモードのピーク表示に

なります。 

 

 

 

    

2 続けて[表示切替]ボタンを押し

て、該当メニューを表示させる 
押すたびに、ディスプレイモードの設

定画面が切り替わります。 

 

※[▲]または[▼]ボタンを押して

該当メニューを選択し、[決定]ボ
タンを押して設定を行います。 

 

注記 
 何も操作をしないと、約 20 秒後に、自動的に検知モードに戻ります。 
 バックライトは、約 30 秒無操作で消灯します。 
 ディスプレイモードでは、ガス検知継続しており、警報作動します。 
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5-2. 濃度表示ガス読み替え設定 
通常、本器の濃度表示は仕様により、「メタン（CH4）」または「一般可燃性ガス（HC）」ですが、予め登録してある

ガスに読み替え、濃度表示することができます。 
 

  LCD 表示  

1 [決定]ボタンを押す 
ガス読み替え設定へ遷移します。 

 

 

 

  ▼  

2 [▼]または[▲]ボタンで読み替

えるガス名を選択して、[決定]
ボタンを押す 
 

 

▲ 
 

▼ 

 

  ▼ ※操作を中断する場合、[表示切替]
ボタンを押してください。 

 「END」表示の後、WARNING 設

定値と ALARM 設定値を表示し

て、ディスプレイモードメニューへ

戻ります。 

 

 

  ▼  

  

 

 

  ▼  
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5-3. 警報設定値表示 
警報設定値の表示および作動テストをすることができます。 
 

  LCD 表示  

  

 

 

  ▼  

1 [決定]ボタンを押す 
警報設定値表示へ遷移します。 

 

 

 
 

  ▼  

  

 

※操作を中断する場合、[表示切

替]ボタンを押してください。 

    

2 [▼]または[▲]ボタンを押して、

目的の警報値を選択する 
 

 

※ F.S. お よ び WARNING 、

ALARM を確認できます。 

  ▼ ▲  

  

 

※[決定]ボタンを押すと、当該警

報の作動テストができます。警報

を解除するには、いずれかのボ

タンを押します。 

  ▼ ▲  
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3 [表示切替]ボタンを押す 
ディスプレイモードメニューに戻りま

す。 
 

 

 

  ▼  
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5-4. ポンプ吸引量設定 
ポンプの吸引量を L（Low：吸引量＜少＞）または H（High：吸引量＜多＞）に設定することができます。 

 

  LCD 表示  

  

 

 

  ▼  

1 [決定]ボタンを押す 
ポンプ吸引量切り替え設定へ遷

移します。 

 

 

 
 

  ▼  

  

 

※操作を中断する場合、 [表示切

替]ボタンを押してください。 

    

2 [▼]または[▲]ボタンを押し、

ポンプ吸引量を選択して、[決
定]ボタンを押す 
※L（Low：吸引量＜少＞） 

H（High：吸引量＜多＞） 

 

▲ 
 

▼ 

 

    

 「END」表示の後、ディスプレイ

モードメニューへ戻ります。 

 

 

  ▼  
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注記 
 再起動時は、ポンプ吸引量は L（吸引量＜少＞）になります。 
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5-5. ログデータ表示 
スナップロガで記録したデータを見ることができます。 

 

  LCD 表示  

  

 

 

  ▼  

1 [決定]ボタンを押す 
ログデータ表示へ遷移します。 

 

 

 
 

  ▼  

  

 

※操作を中断する場合、[表示切替]
ボタンを押してください。 

    

2 [▼]または[▲]ボタンを押し

て、該当ログのメモリ番号を選

択し、[決定]ボタンを押す 
 

 

▲ 
 
▼ 
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 選 択し たロ グの 内 容（ ガス 名、

BASE 記録値、PEAK 記録値、ス

テーション ID）が順に表示されま

す。 

 

 

  ▼  

  

 

 

  ▼  

3 終了するときは、[表示切替]ボ
タンを押す 
ディスプレイモードメニューに戻り

ます。 
 ※続けてログデータを表示する場

合は、[決定]ボタンを押し、手順 2 か

ら操作を繰り返します。 

  ▼  
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注記 
 バックライトは、約 30 秒無操作で消灯します。 
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6-2. ピークバー表示設定 
検知したガス濃度のピークをバー表示させることができます。 

 

  LCD 表示  

1 [決定]ボタンを押す 
ピークバー表示設定へ遷移しま

す。 

 

 

 

    

2 [▼]または[▲]ボタンを押し

て、ピークバー表示の有＜on
＞、無＜oFF＞を選択する 
 

 

※初期設定は、無＜oFF＞設定で

す。 
 

  ▼ ▲  

3 [決定]ボタンを押して選択を決

定する 

 

 

  ▼  

 「END」表示の後、ユーザーモード

メニューへ戻ります。 

 

 

  ▼  
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6-3. 日時設定 
内部時計の日時設定を行います。 
 

  LCD 表示  

1 [決定]ボタンを押す 
日時設定へ遷移します。 

 

 

 

    

2  [▲]または[▼]ボタンを押し

て、日時を合わせ、[決定]ボタ

ンを押す 
 

 

 

    

3 年→月→日→時→分の順に、

日時を設定する 
 

 

    

 「分」を決定すると、「END」表示の

後、ユーザーモードメニューへ戻り

ます。 

 

 

  ▼  

  

 

 

 

  













8 保管および廃棄について 8-3. 製品の廃棄 
 

 - 48 -  

＜ＥＵ加盟各国内での廃棄について＞ 
EU 加盟各国内で、本器を廃棄する際は電池を分別してください。 
取り外した電池については、EU 加盟各国内の法令などに従い、各地域の分別収集システムやリサイクル制度に

従い、適切な処理をしてください。 
 
 

注記 
クロスドアウトリサイクルダストビンマークについて 
 このシンボルマークは、EU 電池指令 2006/66/EC に該当する電池を内蔵している 

製品に表示されており、電池を適切な方法で廃棄していただく必要があります。こ 
のシンボルマークは、電池を廃棄する際に一般ゴミとは分別して処理する必要があ 
ることを意味しています 

 
 
 
 
 
 
 

  









10 製品仕様 10-2. 別売品一覧 
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10-2. 別売品一覧 
 
・30m チューブ 
・希釈器 
・フィルタケース 
・キャリングケース 
・肩掛けベルト 
・保護フィルム 
・データロガマネジメントプログラム 
 
  








